
1

2

3

1

2

施策の
柱CD

0302

0302

0304

計画名称

都市計画マスタープラン

都市計画マスタープラン

達成率 ％ 0.00 0.00 －　 －　 －　

備

考

目標
％

100 100

実績

達成率 ％ 0.00 0.00 －　 －　

0 0

実績 0 0

－　

成
果
指
標

計画面積割合

目標
％

100 100

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

計画人口割合

実績

－　 －　

－

目標
－

計画区域調査
（H28ND）

達成率 ％ 0.00 0.00 －　

達成率 ％ 100.00 100.00 －　 －　

0 0

目標
ｈａ

2,809 2,809

実績

実績 3,246 3,246 

活
動
指
標

計画区域調査

目標
ｈａ

3,246 3,246 

一 般 財 源 円

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円 0 0

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 0 0

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

下水道計画人口 計画人口割合 ％ 100

変更

履歴

下水道事業計画人口／行政区域内計画人口

下水道計画区域の調査（H28ND）
計画区域調査
（H28ND）

ｈａ 下水道事業計画面積（平成29年度変更分） 2,809

最終目標値

下水道計画区域（案）の策定 計画面積割合 ％ 100

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

下水道事業計画面積／下水道全体計画面積

下水道事業

意 図
（どんな状態にしたいか）

事業計画を策定し、下水道の利用が可能になる区域、人口の計画を策定する。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

区域別戸数調査、地形調査、管路計画、流量計算など計画策定のための調査、設計。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

下水道計画区域の調査

変更

履歴

計画区域調査 ｈａ 市内全域の下水道計画区域の見直し 3,246

担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

下水道の整備方針

実行計画 12 経営基盤の強化下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

下水道事業の全体計画、事業実施計画、事業認可等の取得など、下水道事業を実施するために必要となる計画管理業
務です。事業認可を取得するためには、必要な図面（今後数年間の事業計画を定める計画書及び計画図）を作成し、
県と協議を行った上で、事業計画の協議をする必要があります。それらの計画を管理する業務です。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 06030101

事務事業名 下水道事業計画管理事務 事業期間 年度 係内番号

【下水道事業会計】 整理番号

2018 ～ 01

01 下水道の整備方針

基本計画② 01

項 02 目 01予 算 事 業 名 会計コード 22 款 01

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

諏訪湖の水質保全や快適な生活環境に欠かすことのできない下水道は、事業を行う前に県等の計画との整合性を図っ
た全体計画・事業計画を策定した上で、どこを整備するかといった事業の認可を受けるなど、計画の管理が必要で
す。

事業 04

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道区域計画内の市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

事務事業名 下水道事業計画管理事務 事業期間 年度 係内番号2018 ～ 01

最終評価責任者 柳沢昭弘

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 小松輝彦

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

令和２年度の下水道事業
全体計画の変更に併せて
取り組むことになる。

拡大

拡充
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

事業内容に基づき、県との
協議により事業計画の認
可変更の可否が決定する
が、事業実施の詳細内容
によっては変更が不要とな
るケースもある。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

特になし

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

今回の事業に対する計画
変更は不要となった。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度

方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）



1

2

3

1

2

施策の
柱CD

0302

0302

0304

計画名称

都市計画マスタープラン

都市計画マスタープラン

達成率 ％ 122.00 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
％

100 100

実績

達成率 ％ 140.00 －　 －　 －　

122

実績 140

－　

成
果
指
標

使用料回収率

目標
％

100 100

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

経常収支比率

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績 100

活
動
指
標

非基準外繰入率

目標
％

100 100 

一 般 財 源 円 720,000,000 755,000,000

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円 776,913,965 775,768,000

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 1,496,913,965 1,530,768,000

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

決算 経常収支比率 ％ 100

変更

履歴

経常収益／経常費用

最終目標値

使用料収入による汚水処理費の回収 使用料回収率 ％ 100

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

使用料収入で汚水処理費（維持管理及び資
本費含む）を賄うことができる割合

下水道事業

意 図
（どんな状態にしたいか）

健全な事業経営

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

下水道事業の財政計画、建設財源の確保、経理など下水道事業の経営管理を行います。
　　　(1) 財政計画の策定（投資計画、維持管理計画、使用料設定　他）
　　　(2) 予算・決算の作成
　　　(3) 使用料の設定・改定
　　　(4) 国庫補助金申請・起債借入等による建設財源の確保
　　　(5) 経理事務

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

財政計画の策定

変更

履歴

非基準外繰入率 ％ 100-基準外繰入金/総繰入金×100 100

担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

下水道の整備方針

実行計画 12 経営基盤の強化下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

下水道事業の財政計画、財源確保、経理など、下水道事業を経営するために必要となる経営管理事務です。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 06030103

事務事業名 下水道事業経営管理事務 事業期間 年度 係内番号

【下水道事業会計】 整理番号

～ 03

01 下水道の整備方針

基本計画② 01

項 目予 算 事 業 名 会計コード 22 款

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

下水道事業の経営にあたっては、健全な財政を維持するために投資計画、投資する財源の確保、適正な経理など、経
営管理の視点が必要となります。

事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道使用者

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

事務事業名 下水道事業経営管理事務 事業期間 年度 係内番号～ 03

最終評価責任者 柳沢昭弘

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 小松輝彦

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

今後、管きょの長寿命化等
の事業が必要であり、より
一層のコスト意識を持っ
て、事業を計画的に、かつ
継続的に進めることが必要
となる。

現状維持

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

現在、単年度及び累積欠
損も生じていない状況であ
り、一般会計からの繰入金
や起債残高も減少傾向に
あり、今後も現状の事務事
業を継続していくことが必
要である。（雨水浸水対策
事業に伴い繰入金は増加
している。）

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

将来に向けての老朽管等
の維持管理費用等の確保
など、健全化経営のもと一
定の利益を得ている。

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

使用料回収率に見合った
投資費用とのバランスを図
り事業を進めることが重要
となる。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度

方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）



意 図
（どんな状態にしたいか）

諏訪湖に代表される公共用水域の水質保全、快適な生活環境の実現

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て ）

実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中

施策の柱の名称

目 事業

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

諏訪湖流域下水道は、昭和46年に諏訪湖に代表される公共用水域の水質保全、生活環境の整備を目的として事業に着手され
ました。現在、立科町が加わり３市３町１村が処理区域として事業が継続されています。諏訪湖流域下水道は、いくつもの
市町村が共同で汚水を処理するため、県が主体となり処理場等を建設し、その事業費に対して構成市町村が計画面積、計画
汚水量の割合で建設費を負担してします。

予 算 事 業 名 項

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道区域内の住民

対 象
（直接働きかける）

公共下水道から排出される汚水

会計コード

活動
指標

変更

履歴

係内番号 04

担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

事業期間 年度

整理番号

1971 ～

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（その他事務事業用）

事務事業名 諏訪湖流域下水道処理場等建設費負担金

施策の
柱CD

課

題

計

画

（

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

）

活

動

指

標

協議会出席回数

処理場等の老朽化に伴う突然の停止等の予防として、長寿命化対策を行うなど施設の延命化を図りながら、改築更新を進め
ていきます。建設費負担金は、構成市町村がその事業に対して負担するものです。

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

諏訪湖流域下水道維持管理運営協議会（幹
事会）への参加

協議会出席回数 回 協議会の開催回数（年間） 2

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金 円

県 支 出 金 円

地 方 債 円

2021年度 2022年度

－　 －　達成率 ％

5,793,875

現状維持

　
事
後
評
価
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）

2020年度項目 2018年度（H30) 2019年度

翌々
年度
方向
性

成
果

コスト

総
合
評
価

成

果

諏訪湖流域関連茅野市公
共下水道は、本市下水道
のすべてをカバーしてい
る。今後も、流域下水道事
業に必要な建設事業に対し
て負担していくことが必要。

計画面積割が建設費負担
金の算定根拠となるが、機
会があれば建設費負担金
の算定について、計画汚水
量割100％となるように協議
をすることが必要である。

久保田好康

改

革
・
改

善

の

方

向

性
（

Ａ
Ｃ

Ｔ
）

最終評価責任者 柳 沢 昭 弘

成
果
や
コ
ス
ト
の
方
向
性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

諏訪湖流域下水道は、本
市の汚水処理を行っていく
ために不可欠の事業である
ため、流域下水道の建設事
業については、今後も継続
していく必要がある。県が
事業主体であるが、多額の
負担金を支出していること
から、より効率的な事業運
営ができるように促進協議
会などで意見交換を重ねて
いく。

現状維持

最終評価年月日 2019年5月17日

69,000,000

33,793,875 80,725,000

作成担当者

実
施
状
況
　
（

Ｄ
Ｏ
）

項 目 単位 2018年度（H30) 2019年度 2020年度

2

11,725,000そ の 他 特 定 財 源 円

一 般 財 源 円

100.00 －　 －　

都市計画マスタープラン 0302 下水道の整備方針

2 2 

01 都市計画マスタープラン

22 款

諏訪地域は、各市町村の汚水を諏訪市の豊田処理場で処理する流域下水道を採用しているため、県が主体で進める処理場等
の事業に対する費用を負担する必要があります。

実行計画

28,000,000

目標
回

実績

【下水道事業会計】 06030104

12 下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計） 0304 経営基盤の強化

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD 計画名称

基本計画①

2021年度 2022年度
事 業 費 等 (a) 円

0302 下水道の整備方針

基本計画② 01



【下水道事業会計】 06030105

12 下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計） 0304 経営基盤の強化

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD 計画名称

基本計画①

2021年度 2022年度
事 業 費 等 (a) 円

0302 下水道の整備方針

基本計画② 01 都市計画マスタープラン 0302 下水道の整備方針

2 2 

01 都市計画マスタープラン

22 款

諏訪地域は、各市町村の汚水を諏訪市の豊田処理場で処理する流域下水道を採用しているため、県が処理場等の維持管理を
しています。そのため、構成市町村からの汚水の流入量に応じて維持管理費を負担しています。

実行計画

目標
回

実績

実
施
状
況
　
（

Ｄ
Ｏ
）

項 目 単位 2018年度（H30) 2019年度 2020年度

2

496,540,000そ の 他 特 定 財 源 円

一 般 財 源 円

100.00 －　 －　

最終評価年月日 2019年5月17日

458,061,261 496,540,000

作成担当者 久保田好康

改

革
・
改

善

の

方

向

性
（

Ａ
Ｃ

Ｔ
）

最終評価責任者 柳 沢 昭 弘

成
果
や
コ
ス
ト
の
方
向
性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

諏訪湖流域下水道は、本
市の汚水処理を進めるうえ
で不可欠な事業であるた
め、流域下水道の維持管
理費については、今後も継
続して負担していく必要が
ある。県が事業主体である
が、多額の負担金を支出し
ていることから、より効率的
な事業運営ができるように
促進協議会などで意見交
換を重ねていく。

現状維持

現状維持

　
事
後
評
価
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）

2020年度項目 2018年度（H30) 2019年度

翌々
年度
方向
性

成
果

コスト

総
合
評
価

成

果

諏訪湖流域関連茅野市公
共下水道は、本市下水道
のすべてをカバーしてい
る。今後も、流域下水道事
業に必要な維持管理費に
対して負担していくことが必
要。
負担金は維持管理に要す
る経費と有収水量をもとに
単価を設定するため、人口
減少や節水意識等による
有収水量の減少に伴う単
価の値上げが懸念される。

2021年度 2022年度

－　 －　達成率 ％

458,061,261

課

題

計

画

（

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

）

活

動

指

標

協議会出席回数

構成市町村から排出される汚水は、県が管理する豊田処理場に集約され、効率的に、かつ高度な処理を行っています。維持
管理負担金は、構成市町村がその事業に対して負担をするものです。

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

諏訪湖流域下水道維持管理運営協議会（幹
事会）への参加

協議会出席回数 回 協議会の開催回数（年間） 2

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金 円

県 支 出 金 円

地 方 債 円

活動
指標

変更

履歴

係内番号 05

担 当 部 署 都市建設部 水道課 庶務経営係 連絡先 652

事業期間 年度

整理番号

1979 ～

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（その他事務事業用）

事務事業名 諏訪湖流域下水道処理場等維持管理費負担金

施策の
柱CD

意 図
（どんな状態にしたいか）

諏訪湖に代表される公共用水域の水質保全、快適な生活環境の実現

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て ）

実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中

施策の柱の名称

目 事業

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

流域下水道を維持管理する長野県に対し、本市の公共下水道から流入する汚水量（有収水量）に応じて流域下水道施設の維
持管理費を負担しています。

予 算 事 業 名 項

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道区域内の住民

対 象
（直接働きかける）

公共下水道から排出される汚水

会計コード



【下水道事業会計】 06030603

12 下水道中期ビジョン（下水道事業特別会計） 0304 経営基盤の強化

政

策

番

号

05

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD 計画名称

基本計画①

2021年度 2022年度
事 業 費 等 (a) 円

0302 下水道の整備方針

基本計画② 01 都市計画マスタープラン 0302 下水道の整備方針

2 2 

01 都市計画マスタープラン

22 款

白樺湖浄化センターは昭和５６年３月の供用開始から３７年が経過していますが、場外ポンプ場施設を含めてコストを抑え
た適切な維持管理（清掃・点検・補修・修理）が求められています。
平成２８年３月末には諏訪湖流域下水道へ接続、供用が開始されましたが、引き続き、場外ポンプ施設等は使用することか
ら維持管理に伴う費用を負担する必要があります。

実行計画

目標
回

実績

実
施
状
況
　
（

Ｄ
Ｏ
）

項 目 単位 2018年度（H30) 2019年度 2020年度

2

14,119,000そ の 他 特 定 財 源 円

一 般 財 源 円

100.00 －　 －　

最終評価年月日 2019年5月17日

9,418,737 14,119,000

作成担当者 竹上　賢吾

改

革
・
改

善

の

方

向

性
（

Ａ
Ｃ

Ｔ
）

最終評価責任者 柳沢　昭弘

成
果
や
コ
ス
ト
の
方
向
性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

処理場については平成２７
年度末に諏訪流域下水道
へ接続され、現在は中継ポ
ンプ場の維持管理が主な
業務となり、出来るだけ費
用をかけないよう施設維持
に努める。

現状維持

現状維持

　
事
後
評
価
（

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）

2020年度項目 2018年度（H30) 2019年度

翌々
年度
方向
性

成
果

コスト

総
合
評
価

成

果

老朽化している場外ポンプ
場施設の点検・清掃を行
い、修繕やオーバーホール
等最善の方法で対応し、大
きな故障にならないよう備
えていく。

現存する中継ポンプ場施設
の必要最低限の補修・修繕
をおこないながら維持管理
を行っていく必要がある。

2021年度 2022年度

－　 －　達成率 ％

9,418,737

課

題

計

画

（

Ｐ

Ｌ

Ａ

Ｎ

）

活

動

指

標

審査数

場外ポンプ施設等の不具合箇所の随時補修・修繕などの維持管理を行い、必要な費用を構成市町が負担をするものです。

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

予算・決算時の内容審査 審査数 回 予算・決算期に負担金の内容精査を実施 2

財

源

内

訳

国 庫 支 出 金 円

県 支 出 金 円

地 方 債 円

活動
指標

変更

履歴

係内番号 03

担 当 部 署 都市建設部 水道課 下水道管理係 連絡先 657

事業期間 年度

整理番号

2018 ～

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（その他事務事業用）

事務事業名 白樺湖下水道組合施設等維持修繕費負担金

施策の
柱CD

意 図
（どんな状態にしたいか）

破損、閉塞、故障、陥没事故等がなく、汚水を問題なく流下処理できる状態を保つ。快適な生活環境を実現

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て ）

実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中

施策の柱の名称

目 事業

事 務 事 業 の 概 要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

下水道終末処理場（白樺湖浄化センター）、場外ポンプ施設及び下水道管渠等の下水道施設の維持管理を１市1町で負担し
ています。

予 算 事 業 名 項

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

下水道使用者（茅野市及び立科町の一部）

対 象
（直接働きかける）

下水道施設

会計コード


